
■�
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
２
月
１
日
か
ら
本
市
の
伝
統
技

法
で
あ
る
「
紫
根
染
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
操
作
性
、
検
索
性

を
高
め
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、

欲
し
い
情
報
を
入
手
し
や
す
く
な

る
よ
う
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
機
能

や
手
続
き
検
索
ナ
ビ
機
能
、
ご
み

分
別
検
索
ナ
ビ
機
能
な
ど
を
追
加

し
た
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
機
能
向
上
と
発
信
力
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附

　
２
月
25
日
現
在
で
、
寄
附
件
数

は
１
万
９
６
７
３
件
、
金
額
で
は

３
億
７
０
９
８
万
２
９
２
円
と
な

り
、
寄
附
額
は
前
年
同
期
と
比
較

し
て
、
16
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
10
月
か
ら
の
制
度
改
正
に
伴

　令和 6 年第 2 回鹿角市議　
会定例会が 2月 29日から 23
日間の会期で開かれました。
初日に行われた関市長の行政
報告の概要をお知らせします。
問総務課	行政班	☎ 30-0203

い
、
寄
附
金
額
を
値
上
げ
し
た
こ

と
で
、
秋
以
降
は
月
別
の
件
数
が

前
年
度
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
返
礼
品
取
扱
業
務
委

託
事
業
者
や
返
礼
品
協
力
事
業
者

と
連
携
し
、
経
費
率
の
さ
ら
な
る

見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
本
市

を
応
援
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■
移
住
の
促
進

　
２
月
１
日
か
ら
、
新
た
に
、
東

京
都
出
身
の
男
性
と
鹿
児
島
県
出

身
の
女
性
の
２
人
の
移
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
着
任
し
、
一
昨
年

か
ら
着
任
し
て
い
る
移
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
合
わ
せ
て
３
人
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

積
極
的
な
情
報
発
信
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
連
携
し
た
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
移
住
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

■�

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
事
業

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す

る
７
万
８
千
円
の
給
付
に
つ
い

て
は
、
対
象
の
３
６
４
４
世
帯

の
う
ち
、
２
月
22
日
時
点
で
、

３
４
７
７
世
帯
へ
給
付
が
完
了
し

て
い
ま
す
。

　
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
す

る
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
の
給
付

に
つ
い
て
は
、
２
月
14
日
に
対
象

の
８
４
０
世
帯
に
確
認
書
を
発
送

し
、
確
認
書
が
返
送
さ
れ
た
世
帯

に
は
、
３
月
８
日
か
ら
順
次
、
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
の
18

歳
以
下
の
こ
ど
も
1
人
に
つ
き

５
万
円
を
加
算
す
る
こ
ど
も
加

算
給
付
に
つ
い
て
は
、
対
象
世

帯
に
３
月
上
旬
に
通
知
書
を
発

送
し
て
い
ま
す
。

■
空
き
家
実
態
調
査

　
新
た
な
空
き
家
や
既
存
空
き
家

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
令
和

５
年
度
に
、
市
内
全
域
を
対
象
と

し
た
調
査
員
に
よ
る
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
建
物
の
構
造
や

破
損
の
程
度
、
敷
地
内
に
あ
る
家

屋
以
外
の
構
築
物
の
状
況
確
認
の

ほ
か
、
立
木
の
腐ふ
き
ゅ
う朽
、
植
物
の

繁は
ん
も茂
な
ど
に
つ
い
て
評
定
し
、
調

査
結
果
を
点
数
化
し
て
総
合
的
な

適
正
管
理
度
レ
ベ
ル
を
判
定
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、空
き
家
の
総
数
は
、

１
３
７
７
件
と
な
り
、
前
回
の
平

成
30
年
度
の
調
査
と
比
較
し
て
、

42
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
基
に
、
空
き
家
台
帳

を
更
新
し
、
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
な
ど
に
基
づ
く
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
が
ら
、
所
有
者
の
適
正

管
理
に
向
け
た
意
識
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■�

令
和
５
年
産
の
主
食
用
米
の

　
作
付
け
状
況

　
本
市
の
「
生
産
の
目
安
」
で
あ

る
１
９
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

し
、
作
付
面
積
は
１
９
９
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
生
産
の
目
安
を
わ
ず

か
に
超
え
た
状
況
と
な
り
、
本
市

の
収
穫
量
は
１
万
７
０
０
ト
ン
と

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
産
米
の
「
生
産
の
目

安
」
に
つ
い
て
は
、
米
価
の
回
復

傾
向
や
２
年
連
続
の
不
作
な
ど
に

よ
る
在
庫
量
の
減
少
で
、
需
給
環

境
が
良
好
な
状
況
に
あ
る
た
め
、

鹿角市議会

3 月定例会
行政報告

主
な
内
容

・
価
格
高
騰
緊
急
支
援
対
策
の
給
付
範
囲
を
拡
大

・
空
き
家
実
態
調
査
を
５
年
ぶ
り
に
実
施

・
令
和
６
年
度
は
国
ス
ポ
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
本
市
で
開
催

鹿
角
地
域
農
業
再
生
協
議
会
で

は
、
県
の
方
針
を
踏
ま
え
、
令
和

５
年
産
の
「
生
産
の
目
安
」
か
ら

57
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
の
１
９
７
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
定
め
、
方
針
作
成
者

で
あ
る
Ｊ
Ａ
な
ど
の
集
荷
団
体
に

提
示
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
飼
料

用
米
や
高
収
益
作
物
へ
の
作
付
転

換
な
ど
を
促
し
な
が
ら
、
需
要
に

見
合
っ
た
生
産
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

■
農
地
等
災
害
の
復
旧
状
況

　

令
和
４
年
８
月
に
発
生
し
た

豪
雨
で
被
災
し
た
農
地
・
農
業

用
施
設
お
よ
び
林
道
施
設
の
災

害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
全

55
カ
所
の
う
ち
、
完
成
が
19
カ

所
、
工
事
施
工
中
が
20
カ
所
で
、

発
注
率
は
70
・
９
％
で
す
。
入

札
不
調
な
ど
に
よ
り
、
発
注
に

至
っ
て
い
な
い
16
カ
所
に
つ
い

て
は
、
設
計
単
価
な
ど
の
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
に
つ
い
て
は
、
年

度
内
完
成
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

令
和
６
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
関
係

農
家
な
ど
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
早
期
の
復
旧
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■�

令
和
５
年
の
観
光
客
数
と
宿
泊

客
数

　

観
光
客
数
は
約
１
６
４
万
人

で
、
前
年
比
約
20
％
の
増
、
宿
泊

客
数
は
約
20
万
人
で
、
前
年
比
約

５
％
の
増
と
な
り
、
回
復
基
調
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
季
節
ご

と
の
宿
泊
客
数
は
、
春
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
控
え
た
３
月
は
前
年

同
月
を
約
70
％
上
回
っ
た
ほ
か
、

４
月
と
６
月
は
前
年
比
約
40
％

増
、
８
月
の
祭
り
シ
ー
ズ
ン
は
前

年
比
約
35
％
増
と
な
る
な
ど
、
顕

著
な
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
市
内
の
雇
用
情
勢

　

昨
年
12
月
末
現
在
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鹿
角
管
内
の
月
間
有
効
求

人
倍
率
は
１
・
56
倍
で
、
前
年
同

月
と
比
較
し
て
０・
５
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
高
止
ま

り
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
規
求
人

は
、
建
設
業
や
医
療
・
福
祉
な
ど

を
中
心
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

新
規
求
職
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、人
手
不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
末
現
在
の
鹿
角
管

内
３
高
校
の
新
規
学
卒
者
の
就
職

状
況
は
、
縁
故
、
公
務
員
を
除
い

た
希
望
者
61
人
の
う
ち
55
人
、
率

に
し
て
90
・
２
％
の
就
職
が
内
定

し
て
い
ま
す
。
内
定
者
の
う
ち
、

県
内
は
前
年
比
７
人
増
の
36
人
、

う
ち
鹿
角
管
内
は
前
年
比
１
人
増

の
27
人
で
、
県
外
は
前
年
と
同
数

の
19
人
で
す
。
関
係
団
体
に
よ
る

高
校
へ
の
働
き
か
け
や
、
地
元
企

業
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
が
、
管

内
就
職
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た

も
の
と
捉
え
て
お
り
、
引
き
続
き

管
内
就
職
へ
の
意
識
醸
成
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
意
識
醸
成

　
企
業
や
団
体
へ
脱
炭
素
行
動
を

促
進
す
る
た
め
、
令
和
5
年
度
に

創
設
し
た
「
脱
炭
素
行
動
事
業
者

認
定
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
２
月

末
現
在
で
11
件
の
事
業
者
を
認
定

し
て
い
ま
す
。
認
定
し
た
い
ず
れ

の
事
業
者
も
、
節
電
や
節
水
、
省

エ
ネ
や
再
エ
ネ
設
備
導
入
な
ど
、

模
範
と
な
る
よ
う
な
脱
炭
素
行
動

を
実
践
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
り
組
み
を
紹
介
し
、
取
り
組
み

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

な
ど
優
良
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
の
表
彰
を
通
じ
て
、

脱
炭
素
の
機
運
と
意
識
を
醸
成

し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

■
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
令
和
４
年
８
月
の
豪
雨
で
被
災

し
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
十

和
田
末
広
地
区
の
界さ
か
い橋

の
復
旧
工

事
に
つ
い
て
、
今
年
６
月
の
通
行

止
め
解
除
に
向
け
て
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
被
災
し
た
十
和
田
草
木

地
区
の
丑う
し
み
ち
し
た

道
下
タ
橋
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
に
実
施
設
計
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度

か
ら
２
カ
年
の
計
画
で
復
旧
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■�

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大

　
「
第
97
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
」
を
、
三
笠
宮
彬あ
き
こ子

女
王
殿
下
を
お
迎
え
し
、
２
月
16

日
か
ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
開
催

し
ま
し
た
。
雪
不
足
の
中
、連
日
、

早
朝
か
ら
関
係
各
位
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
無
事
に
全
て
の
競
技
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
2
月
に
は
、
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
全
国

規
模
の
競
技
会
を
積
極
的
に
開
催

し
な
が
ら
、「
ス
キ
ー
の
ま
ち
鹿
角
」

を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
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